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研究成果の概要（和文）：11000年以上も前の西アジアに出現した農耕牧畜社会は、どのように周辺地域に拡散
し、社会を変えていったのか。本研究においては、コーカサス地方における農耕牧畜の出現過程を、アゼルバイ
ジャンにおけるギョイテペ、 ハッジ・エラムハンル・テペ、ダムジリという三つの遺跡調査をとおして論じ
た。その結果、当地の新石器化は、約8000年前、地元社会と拡散社会の密接な連関のもとに起こった急激な文化
転換であったことが判明した。

研究成果の概要（英文）：This study conducted a series of excavations in Azerbaijan for investigating
 the origins of the earliest farmers in the Southern Caucasus. The results of the excavations of one
 Mesolithic site Damjili Cave (6400-6000 BC), and two important mound sites, Haci Elamxanlu Tepe 
(5950-5800 BC) and Goyytepe (5650-5450 BC), strongly sugget that the oldest farming socio-economy 
was introduced to the region about 8000 years ago, through close links with regions farther south in
 the Middle East. At the same time, the comparative study of the material remains demonstrate that 
the cultural entity of the oldest farmers did not appear as a package but was established in the 
process of local cultural evolution that involved a Mesolithic stage.

研究分野： 考古学
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１．研究開始当初の背景 
	 狩猟採集から食料生産への経済移行が世
界で初めて進展したのは前 10-9 千年紀の西
アジア地域である。長い研究史をへて、その
プロセスの中身はかなり詳細に判明してき
た。そこで、次の大きな課題として、その周
辺地域への拡散過程、すなわち二次的な移行
プロセスの解明が注目を集めている。 
	 近年の研究によって西のヨーロッパ、東の
パキスタン、南のエジプトなどへの拡散研究
は一定の進展をみせているが、 も遅れてい
るのが北方である。旧ソビエト時代の現コー
カサス三国の孤立、またその崩壊後の研究停
滞が大きな原因である。 
	 研究開始時には農耕牧畜到来の時期すら
判然としない状況であり、長日の進歩を遂げ
た現代的手法を導入した考古学研究による
解明が、望まれていた。 
 
２．研究の目的 
	 食料生産経済開始の研究は新石器化研究
と呼ばれる。本研究では、アゼルバイジャン
共和国での野外調査を通して、南コーカサス
地方の新石器化について次の諸点について
明らかにする。 
(1)食料生産経済が出現した時期やルーツ 
(2)初期食料生産民と在地民との関係 
(3)食料生産経済、社会の特色と展開 
(4)食料生産経済が出現した経緯。 
 
３．研究の方法 
	 アゼルバイジャン科学アカデミー・考古学
民族学研究所との共同事業として、時代の異
なる三つの遺跡を発掘調査した。 
・ダムジリ洞窟（中石器時代） 
・ハッジ・エラムハンル・テペ（当地 古の
新石器時代遺跡） 
・ギョイテペ（発展期の新石器時代遺跡） 
	 これらの調査で得られた資料、標本を徹底
解析し、南コーカサス地方の新石器化につい
て明示的に記載することに取り組んだ。 
 
４．研究成果 
	 上記の研究目的に沿って主たる成果を述
べる。 
(1)食料生産経済が出現した時期やルーツ 
	 ハッジ・エラムハンル・テペから得られた
炭化物の放射性炭素年代測定結果を解析し、
新石器化の時期を前 6000 年頃と定めること
ができた。これは、アルメニアの遺跡で得ら
れていた年代とほぼ同等であることから、南
コーカサスでは小コーカサス山脈の南と北
双方で、ほぼ同時に新石器化がおこったこと
になる。 
	 出土した道具類、動植物などを解析した結
果、そのルーツとして も可能性が高いのは
北東イランから東アナトリア方面であると
推定された。道具制作技術の一般的近似だけ
でなく、それらの地域からの輸入品も見つか
った。北メソポタミア系の彩文土器はアゼル

バイジャン初の発見となった。また、出土し
たヤギ骨をミトコンドリア DNA 解析したと
ころ、東アナトリア方面からの移入であるこ
とがわかった。野生ヤギはコーカサスにも生
息しているが、それらを家畜化するのではな
く、家畜ヤギを持ち込んでいたのである。 
 
(2)初期食料生産民と在地民との関係 
	 道具文化や動植物が西アジアから持ち込
まれたことは確実である。大規模な移住によ
ってヒト集団も交替したのであろうか。移住
もあったに相違ないが、コーカサス型の新石
器文化形成には在地集団も大いに寄与した
というのが本研究の結論の一つである。それ
は、食料生産経済導入後も中石器的な生活形
態の一部が継続したことがわかったからで
ある。例えば、土器を用いない調理方法、大
型の皮なめし道具の使用などがそれにあた
る。在地の狩猟採集民が新来の食料生産民に
駆逐されたのではなく、在地民が新来集団に
吸収されていったという経緯が想定された。 
 
(3)食料生産経済、社会の特色と展開 
	 西アジア方面からの食料生産経済の導入
後、前 6千年紀前半の数百年をかけて南コー
カサス型の新石器文化が徐々に形成されて
いったことがわかった。例えば、土器文化に
おいては導入当初のハッジ・エラムハンル・
テペでは輸入の彩文土器が少量みられるの
みであったが、300 年ほど経ったギョイテペ
では独自の粗製土器を在地製作するように
なった。また、建築では、当初は円形の大型
家屋が特徴であったが、これも徐々に変貌し、
ギョイテペでは小型円形家屋を 5-6 棟、壁で
連結させて中庭を形成する家屋が主体とな
った。さらには、居住様式において、定着的
というよりも移牧経済をいとなむ遊動的食
料生産経済を発展させていくプロセスを読
み取ることができた。 
	 南コーカサスの新石器化とは、西アジア新
石器文化の一部に取り込まれることで始ま
ったが、すぐ独自の展開をみせたことが証明
できた。 
 
(4)食料生産経済が出現した経緯 
	 ダムジリ洞窟の年代測定結果によれば、中
石器文化は前 6000 年頃まで継続していたこ
とが判明した。ハッジ・エラムハンル・テペ
の農耕村落の年代も同じ頃まで遡るから、食
料生産経済は突如として、出現したことにな
る。このような短期間の文化交替が可能にな
ったのは、南コーカサスの狩猟採集民がそれ
以前から西アジアの農耕牧畜民と交流をも
っていたからだと推定された。 
	 その根拠となるのは、チャヨヌトールと言
われる黒曜石製の独特な石器の存在である。
この石器は西アジアの前 8千年紀から 7千年
紀の新石器文化を特徴付けるものであるが、
断片的ながら、アルメニアの中石器時代遺跡
でも出土することが知られていた。今回の筆



者らの発掘では見つかっていないが、バクー
の博物館収蔵資料を点検し、アゼルバイジャ
ン側でも用いられていることがわかった。特
殊な石器であるため、独自の発明というより
は西アジアとの交流の結果、取り入れられた
伝統であると推定される。 
	 両者の交流、対峙というバランスが崩れた
のが、前 6000 年頃である。それはいわゆる
8.2ka イベントとよばれる短期的な寒冷乾燥
期の後、急激に温暖化する時期にあたる。そ
のような、気候変動期にあたって西アジア型
経済が北方に拡散した。それが、南コーカサ
スの新石器化の開始であったと結論できる。 
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